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南
丹
市
で
は
、
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
南
丹
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
出

産
し
た
と
き
に
支
給
し
て
い
る
出
産
育
児
一
時

金
の
額
を
、
十
月
一
日
以
降
の
出
産
か
ら
、
出

産
児
一
人
に
つ
き
現
行
の
三
十
万
円
か
ら
三
十

五
万
円
に
引
き
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
は
、
出
産

後
申
請
に
よ
り
被
保
険
者
の
世
帯
主
に
支
払
う

現
行
の
制
度
に
加
え
て
、
市
が
医
療
機
関
に
直

接
支
払
い
を
行
う
受
領
委
任
払
い
制
度
も
十
月

一
日
か
ら
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
出
産
育

児
一
時
金
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
医
療
機
関
に
対

す
る
被
保
険
者
の
負
担
は
な
く
な
り
ま
す
。

受
領
委
任
払
い
制
度
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
医
療
機
関
の
承
諾
と
南
丹
市
に
対
す
る

事
前
請
求
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
請
求
に
必
要
な
も
の
】

★
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

★
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

★
世
帯
主
名
義
の
金
融
機
関
の
口
座
番
号

（
郵
便
局
以
外
）

11 広報なんたん10月号

2006.10

九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま

で
の
期
間
、
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
や
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
徹
底
な
ど
を
重

点
に
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

南
丹
市
で
は
、
二
十
一
日
に
市

内
の
六
カ
所
で
街
頭
啓
発
活
動
を

行
い
、
南
丹
市
交
通
指
導
員
や
南

丹
船
井
交
通
安
全
協
会
南
丹
支
部

の
皆
さ
ん
、
南
丹
警
察
署
員
、
市

役
所
職
員
ら
が
、「
思
い
や
る
心
ひ

と
つ
で

事
故
は
ゼ
ロ
」
と
印
刷
さ

れ
た
軈
注
意
ん
ガ
ム
軋
を
配
り
、

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
マ
ナ
ー
向

上
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

▲ＪＲ日吉駅前で行われた啓発活動

「思いやる心ひとつで事故はゼロ」
ー秋の全国交通安全運動ー
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